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えない。中里介山作『大菩薩峠』の主人公甲源一
刀流の使い手で孤高の盲目の剣士 机竜之助はこ
のタイプである。また，唯一鍛に欠ける人物は，
そのため自律的にはなりがたく，ひたすら組織の
命令に忠実でその執行に命をかける者で，幕末の
岡田以蔵，人呼んで人斬り以蔵がこのタイプであ
る。あるいは，彼は滅私奉公を忠義とする俗論に
躍らされた人ということもできる。 
さらに言うならば，ある人物の三角形が潔軸上
の点を鋭角の頂点とする三角形であるとすれば，
彼は鍛・義・潔のうち鍛と義に欠けた潔い人であ
る。例えば，世の動きに無関心で自分の命にもあ
まり執着しないため，何かに励むと言う事が出来
ない人がこのタイプである。同様に唯，鍛のみで
ひたすら自らを鍛えている人がいる。修験者など
がその例である。さらに義だけの人もいるが，こ
れには，さして勉強しているとは思えないがやた
ら TV のワイドショーなどに出まくって，勝手な
時評や政治評論をぶっているコメンテーターなる
人種などがこのタイプにあてはまるだろう。 
(3) 私にとっておすすめの本とは，私の生あるい
は身の処し方に有益なアドバイスを与えてくれ
て，多くの人にも役立つと思われる本である。
その点でも，この本はおすすめ本である。 
私事で恐縮だが， 2 年程前中公新書で『組織を
変える<常識>』という本を出版した。拙著を買っ
てくれたいく人かの人が言うには，「本そのものよ
りも帯に魅かれて買った」とのこと（失礼な話
だ！）。オレンジ色のその帯には，黒々と大きく手
書きされた“くさってる”の文字が踊っていたの
である。このエピソードは自分の組織が腐ってい
ると感じている人が少くなくないことを物語って
はいないだろうか。そして，私のこうした危惧を
裏づけるかのように組織の不祥事は跡を絶たない
し，没落の危機に歯止めをかけられない企業が散
見される。 
なぜ，日本の組織がこうなってしまったのか？
本書の忠義についての新しい概念がこの問いのヒ
ントを与えてくれた。 
日本の組織にサムライが少なくなった。これが
私の答えである。昭和の帝国軍隊が腐敗した一因
はおそらく一部の軍人の横暴をサムライが抑え切
れなかったからであろう。 
サムライがいない組織が危ないことは，映画『八
甲田山』に鮮やかに描かれている。八甲田山の雪
中行軍に成功した弘前第31連隊には，徳島大尉と
いうサムライがいた。他方，198名もの死者を出し
てしまった青森第 5 連隊にはサムライがいなか
った。神田という優秀な大尉がいたが，彼は上官
の指示に疑問を感じながらも抗することが出来な
かった点でサムライではなかったのだ（詳しくは
拙稿「映画『八甲田山』に見るミドルの役割」拙
著『ポストモダン経営学』文真堂，2001年所収，
を参照されたい）。 
 
あなたの組織はどちらのタイプ？ 私の組織
は……。 
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